
小
二
郎
薬
師
と
筆
子
塚
は

嶺
町
寺
間
地
区
の
見
晴
ら
し

の
良
い
霊
園
の
中
に
あ
り
ま

す
。
現
在
、
こ
の
場
所
に
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
納
骨
堂
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は

木
造
の
薬
師
堂
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
お
堂
は
享
保
12
年

（
一
七
二
七
）
の
寺
社
帳
に

も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
歴
史

の
あ
る
建
物
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
し
て
、
こ
の
薬
師
堂
に

お
い
て
宝
暦
11
年
（
一
七
六

一
）
４
月
に
23
歳
の
若
さ
で

亡
く
な
っ
た
青
木
小
二
郎
を

供
養
し
ま
し
た
。 

芳
賀
村
史
に
よ
る
と
、
こ

の
お
堂
に
は
白
色
砂
岩
製
で
、

室
町
時
代
初
期
以
前
に
作
ら

れ
た
と
さ
れ
る
、
古
い
石
仏

が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

い
つ
の
日
か
こ
の
石
仏
を
小

二
郎
薬
師
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。 

木
造
の
古
い
お
堂
は
昭
和

47
年
（
一
九
七
二
）
８
月
に

取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
お

堂
に
あ
っ
た
小
二
郎
薬
師
像

な
ど
の
３
体
の
石
仏
は
、
納

骨
堂
の
南
西
側
に
あ
る
小
さ

な
祠
（
ほ
こ
ら
）
に
納
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
３
体

の
石
仏
は
、
中
央
が
小
二
郎

薬
師
像
で
、
左
側
は 

“
し
ょ
う
づ
か
の
お
婆
さ

ん
”
と
呼
ば
れ
る
石
仏
で
す
。

右
側
の
石
仏
の
由
来
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
か
な
り
古
い
物

の
よ
う
で
す
。 

納
骨
堂
の
東
側
に
は
四
基

の
石
碑
が
あ
り
ま
す
が
、
西

端
の
石
碑
が
青
木
平
左
衛
門

の
筆
子
塚
で
、
そ
の
２
つ
右

が
青
木
小
二
郎
の
墓
で
す

（
写
真
）。
青
木
平
左
衛
門
は

寺
間
で
名
主
や
組
頭
を
行
っ

た
家
柄
の
方
で
、
幕
末
か
ら

明
治
初
期
ま
で
こ
の
地
の
寺

子
屋
で
子
供
た
ち
の
教
育
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
筆

子
塚
は
青
木
平
左
衛
門
が
明

治
24
年
（
一
八
九
一
）
に
84

歳
で
亡
く
な
っ
た
時
、
38
名

の
筆
子
（
寺
子
屋
の
生
徒
）
た

ち
が
恩
師
の
遺
徳
を
偲
ん
で

作
り
ま
し
た
。
筆
子
塚
は
大

変
立
派
で
、
筆
子
た
ち
の
恩

師
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。 

当
時
、
筆
子
た
ち
が
学
ん

だ
寺
子
屋
は
現
在
の
嶺
町
公

民
館
の
あ
る
場
所
に
存
在
し
、

天
保
初
年
ご
ろ
か
ら
明
治
５

年
（
一
八
七
二
）
ま
で
開
か
れ
、

嶺
地
区
の
初
等
教
育
を
担
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
行
わ

れ
て
い
た
初
等
教
育
は
、
明

治
７
年
（
一
八
七
四
）
に
開
校

し
た
赤
城
小
学
校
（
嶺
小
学

校
の
前
身
）
に
引
き
継
が
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 
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ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（
世
界
的
大
流
行
）
は
大
変
怖

い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
罹
患

者
の
ほ
と
ん
ど
は
無
症
状
か
軽

症
で
済
ん
で
し
ま
う
が
数
％
の

人
が
肺
炎
に
な
り
窒
息
状
態
で

亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
重
症
で

治
癒
し
て
も
後
遺
症
で
大
変
の

よ
う
で
す
。
公
衆
衛
生
学
者
や

医
学
者
と
経
済
学
者
の
考
え
方

の
違
い
が
あ
り
、
ど
ち
ら
が
正

し
い
の
か
判
り
ま
せ
ん
が
共
通

点
は
間
違
い
な
く
第
二
波
、
第

三
波
が
起
こ
る
と
予
測
し
て
い

ま
す
。
第
一
波
で
の
経
験
か
ら

医
療
体
制
の
充
実
、
社
会
的
問

題
、
経
済
的
な
問
題
、
国
益
、
外

交
な
ど
対
応
策
は
国
と
自
治
体

が
準
備
、
個
人
は
自
己
責
任
で

生
活
習
慣
や
生
活
様
式
を
変
え

て
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
が
必

要
と
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

高
花
台
一
丁
目 

生
涯
学
習
奨
励
員 

田
村 

泰
彦 

-16- 

小
二
郎
薬
師
と
青
木
平
左
衛
門
の
筆
子
塚 

  

８
月
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